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議事日程 

         諸般の報告 

      第１ 会議録署名議員の指名 

      第２ 会期の決定 

      第３ 議第１１３号から議第１４２号まで一括上程 

         （専決処分につき承認を求めることについて（令和２年度野洲市一般

会計補正予算（第８号）） 他２９件） 

          提案理由説明 

      第４ 決算特別委員会の設置及び委員の選任 

         諸般の報告（決算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告） 

市長提出議案 

     議第１１３号 専決処分につき承認を求めることについて（令和２年度野洲市

一般会計補正予算（第８号）） 

     議第１１４号 専決処分につき承認を求めることについて（令和２年度野洲市

一般会計補正予算（第９号）） 

     議第１１５号 令和元年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

     議第１１６号 令和元年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

     議第１１７号 令和元年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

     議第１１８号 令和元年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

     議第１１９号 令和元年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

     議第１２０号 令和元年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

     議第１２１号 令和元年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

     議第１２２号 令和元年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の
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認定について 

     議第１２３号 令和元年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

     議第１２４号 令和元年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

     議第１２５号 令和元年度野洲市下水道事業会計決算の認定について 

     議第１２６号 令和元年度野洲市病院事業会計決算の認定について 

     議第１２７号 令和２年度野洲市一般会計補正予算（第１０号） 

     議第１２８号 令和２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

     議第１２９号 令和２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

     議第１３０号 令和２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議第１３１号 令和２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第１３２号 野洲市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

     議第１３３号 野洲市税条例の一部を改正する条例 

     議第１３４号 令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算の認定に

ついて 

     議第１３５号 令和元年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て 

     議第１３６号 令和元年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

     議第１３７号 令和元年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て 

     議第１３８号 事業契約の変更について（野洲市余熱利用施設整備運営事業） 

     議第１３９号 野洲市監査委員の選任につき議会の同意を求めることについて 

     議第１４０号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて 

     議第１４１号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて 

     議第１４２号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて 

 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 
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○議長（岩井智惠子君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから令和２年第４回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は１７人であります。出席議員はただいま申し上げた１７人、遅参議員は１人、

第１１番、山本剛議員であります。 

 本日の議事日程は、既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元の文書のとおり

です。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、第２９期野洲市湖岸開発株式

会社事業報告書及び財務諸表並びに第３０期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務

諸表が、また、地方自治法第１８０条第２項の規定に基づき、専決処分報告書が、さらに、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、健全化判断比率

及び資金不足比率の報告が、それぞれ市長から提出されており、お手元に配付しておきま

したので、ご確認を願います。 

 （日程第１） 

○議長（岩井智惠子君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第８番、矢野隆行議員、第９番、

田中陽介議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（岩井智惠子君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２３日までの２９日間にしたいと思います。これにご

異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（岩井智惠子君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２３日ま

での２９日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定については、配付済みの会期日程のとおりであります。 

 （日程第３） 

○議長（岩井智惠子君） 日程第３、議第１１３号から議第１４２号まで、専決処分につ



 －5－ 

き承認を求めることについて、令和２年度野洲市一般会計補正予算（第８号）ほか２９件

を一括議題といたします。 

 事務局長が議案を朗読いたします。 

○議会事務局長（田中千晴君） 議員の皆様、おはようございます。 

 それでは、議案を朗読いたします。 

 議第１１３号専決処分につき承認を求めることについて（令和２年度野洲市一般会計補

正予算（第８号））ほか専決処分１件、議第１１５号令和元年度野洲市一般会計歳入歳出決

算の認定についてほか決算認定１１件、議第１２７号令和２年度野洲市一般会計補正予算

（第１０号）ほか補正予算４件、議第１３２号野洲市付属機関設置条例の一部を改正する

条例ほか条例改正１件、議第１３４号、令和元年度野洲市市町村交通災害会計……。 

            （「滋賀県」の声あり） 

○議会事務局長（田中千晴君） 失礼いたしました。令和元年度滋賀県市町村交通災害共

済組合会計の決算の認定についてほかその他の案件４件、議第１３９号野洲市監査委員の

選任につき、議会の同意を求めることについてほか人事案件３件。 

 以上でございます。 

○議長（岩井智惠子君） 議案の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求め

ます。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 議員の皆さん、おはようございます。 

 本日、ここに令和２年第４回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には出席を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 それでは、今議会に提案いたします議案につきまして、ご説明申し上げます。 

 本定例会におきましては、議案といたしまして、専決処分につき承認を求めること２件、

令和元年度決算の認定１２件、補正予算５件、条例の改正２件、その他５件、人事案件４

件の合計３０件を提案いたしますので、ご審議をよろしくお願いします。 

 議第１１３号専決処分につき承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 令和２年度一般会計補正予算（第８号）については、歳入歳出総額にそれぞれ５，０３

７万７，０００円を追加しました。 

 補正の内容は、歳出では、低所得のひとり親世帯について、新型コロナウイルス感染症

の影響による子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うため、臨時特別給付金及
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び事務費を追加しました。 

 また、歳入では、歳出に対する国庫支出金を追加しました。 

 議第１１４号専決処分につき承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 令和２年度一般会計補正予算（第９号）については、歳入歳出総額にそれぞれ３００万

円を追加いたしました。 

 補正の内容は、歳出では、商工会加盟事業所におけるプレミアム付商品券の利用促進に

係る商工会への補助金を追加しました。 

 また、歳入では、歳出に対する新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を追

加いたしました。 

 次に、議第１１５号から議第１２６号までの令和元年度各会計決算の認定について、ご

説明申し上げます。 

 議第１１５号野洲市一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額は２２９億１，

８４１万９，７４８円、歳出決算額は２２０億８，２２７万２，３５１円で、歳入歳出差

引額は８億３，６１４万７，３９７円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の２億３９４万

８，０００円を控除した実質収支額は６億３，２１９万９，３９７円となりました。 

 令和元年度一般会計決算の特徴を申し上げますと、歳入では、市税が全ての税目で前年

度より増収となり、特に法人市民税が大幅な増収となりました。また、普通交付税につい

ても前年度から増額となりました。分担金負担金と使用料手数料については、保育無償化

の影響により減額となっていますが、地方特例交付金において、子ども子育て臨時交付金

が新設され、減収分の補塡がなされています。そのほか、小中学校整備事業等の大型事業

に伴う国・県支出金、地方債の増加や工業団地造成事業による土地の売却に伴う繰入金の

増加等により、前年度比で約２９億９，６８６万円の増加となりました。 

 歳出では、「市民の安心と安全」を実現するための施策として、コミセン篠原大規模改修

工事、篠原こどもの家増築工事、子育て支援や高齢者対策、特別支援教育の充実や生活困

窮者支援事業など、地域の課題やニーズに合ったきめ細やかな施策を引き続き積極的に推

進してきたところです。 

 決算総額としては、前年度比で約２６億８，８３１万円の増額となりました。 

 次に、議第１１６号野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳

入決算額は４９億３，３２７万９，４３５円、歳出決算額は４８億７，７８４万４，０６

３円で、歳入歳出差引額は５，５４３万５，３７２円となりました。 
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 なお、県広域化となった平成３０年度とほぼ同等の決算額となっています。 

 次に、議第１１７号野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入

決算額は６億２２８万８，４３６円、歳出決算額は５億８，６８５万８，４６３円で、歳

入歳出差引額は１，５４２万９，９７３円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち１，３０１万５，４１５円につきましては、令和２年度に繰り

越して、滋賀県後期高齢者医療広域連合へ納付すべき保険料相当額となっております。 

 続きまして、議第１１８号野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、

歳入決算額は４２億６，４１８万１，３２１円、歳出決算額は４１億５，９４６万２，４

２３円で、歳入歳出差引額は１億４７１万８，８９８円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち４，９２７万１，０００円については、国庫支出金負担金等の

精算及び一般会計への繰り出しによる返還予定額となっています。 

 続きまして、議第１１９号野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算につ

きましては、歳入決算額及び歳出決算額とも９，２４６万４，０００円となっています。 

 議第１２０号野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額は

３，５０５万４，３６２円、歳出決算額は３，１２８万１，９９８円で、歳入歳出差引額

は３７７万２，３６４円となりました。 

 続きまして、議第１２１号野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算につきま

しては、歳入決算額は１，９９０万８，６４０円、歳出決算額は１，９４１万５，３９０

円で、歳入歳出差引額は４９万３，２５０円となりました。 

 議第１２２号野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決

算額は２２億３，９６３万７，２１７円、歳出決算額は２２億３，９５２万２，８９２円

で、歳入歳出差引額は１１万４，３２５円となりました。 

 歳入では、国道８号野洲栗東バイパス関連事業として整備いたしました三上小中小路工

業団地の不動産売払収入が１３億６，１４６万１，４６１円となりました。 

 歳出では、三上小中小路工業団地の売払いにより、地域開発事業債１億５，１７０万円

を繰上償還し、残額１２億９７１万８，０００円を一般会計へ繰り出しました。 

 次に、議第１２３号野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額

及び歳出決算額は、いずれも１億１，４２９万６，４００円となりました。 

 議第１２４号野洲市水道事業会計決算につきましては、まず、収益的収入及び支出であ

りますが、収入決算額が１０億４，３５１万５，０５２円に対し、支出決算額が９億８０
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３万９，９５９円で、収支差引額は１億３，５４７万５，０９３円と、黒字決算となりま

した。 

 令和元年度においては、給水収益について改善の兆しが見え、また、引き続き経営改善

による支出の抑制をしたことが主な要因と見ております。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が３億８，４８９万３，３３４

円に対し、支出決算額が７億２，９２９万４，０７３円で、不足額の３億４，４４０万７

３９円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び建設

改良積立金で補塡をしたものです。 

 議第１２５号野洲市下水道事業会計決算につきましては、まず、収益的収入及び支出で

ありますが、収入決算額が１８億２，４８９万８，４５８円に対し、支出決算額が１６億

６，６９３万５，０４６円で、収支差引額は１億５，７９６万３，４１２円の黒字決算と

なりました。 

 令和元年度においては、下水道使用料について改善の兆しが見え、また、地方公営企業

法の適用により、独立採算制の趣旨に沿った運営合理化に努めたことが主な要因と見てお

ります。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が４億６，３８１万３３３円に

対し、支出決算額が１０億７，２０４万８，８０５円で、不足額の６億８２３万８，４７

２円は消費税及び地方消費税資本的収支調整額、引継金、過年度分損益勘定留保資金、当

年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補塡をしたものであります。 

 議第１２６号野洲市病院事業会計決算につきましては、まず、収益的収入及び支出です

が、収入決算額が２３億７，６２２万１，７７２円に対し、支出決算額が２１億２，８４

１万２，９１７円で、収支差引額は２億４，７８０万８，８５５円の黒字決算となりまし

た。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が１０億４，３５７万７，００

０円に対し、支出決算額が３億９，１９６万４，３９０円で、差引額６億５，１６１万２，

６１０円のうち５，４００万円は翌年度繰越額とし、５億９，７６１万２，６１０円は翌

年度以降の運転資金に活用するものです。 

 以上、議第１１５号から議第１２６号までの令和元年度各会計決算の説明といたします。 

 続きまして、議第１２７号から議第１３１号までの令和２年度一般会計補正予算、特別

会計補正予算につきまして、ご説明をいたします。 
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 まず、議第１２７号令和２年度野洲市一般会計補正予算（第１０号）につきましては、

歳入歳出予算それぞれに５億２，４２２万７，０００円を増額するものです。 

 歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

 既に情報提供させていただいておりますとおり、国への実施計画の提出を行った新型コ

ロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金を活用する主な事業として、総務費では、

内部情報システム費で、庁舎内コワーキングスペース整備に係る費用１，２９３万４，０

００円を追加いたしました。 

 民生費では、障がい者福祉対策事業費で、障がい福祉サービス支援事業所運営安定化交

付金１，６４０万円を、生活困窮支援事業費で、国保税等減免連携型生活支援緊急給付金

６０６万円を、介護サービス事業所運営安定化事業で、介護事業所運営安定化交付金１，

５６０万円を、児童臨時特別給付事業費で、１８歳以下の児童のいる世帯に対する給付に

係る費用９，４２８万６，０００円を、学童保育所運営費で、ＩＣＴを利用した学習がで

きるようネットワーク環境整備２，１６４万円をそれぞれ追加いたします。 

 商工費では、商工振興事業費で、小規模事業者に対する借地料臨時支援金事業費３，０

０５万円及び償還金臨時支援金事業費３，００５万円を追加します。 

 教育費では、小学校管理費及び中学校管理費で、修学旅行のキャンセル料金に対する補

助１７５万９，０００円、家庭学習のためのＷｉ－ｆｉ環境構築費用４００万円、学校か

らの遠隔学習機能の強化費用１６４万５，０００円及び家庭学習のためのＡＩドリル導入

費用５００万円をそれぞれ追加、図書整備費で、子どもの読書活動推進に係る図書費１，

０００万円を追加、余熱利用施設管理運営費で、子どもたちの体力・健康増進を図るため、

プール利用助成４０９万７，０００円を追加いたします。 

 その他の主な内容につきましては、議会費では、議員報酬費で、新型コロナウイルス感

染症対策の財源の一助とするため、７月分の市議会議員報酬を２０％削減する条例改正に

基づき、１２８万２，０００円を減額します。 

 総務費では、財政管理費で、令和元年度一般会計の決算剰余金について、地方財政法第

７条第１項の規定に基づき、２分の１以上を財政調整基金に積み立てるため、３億２，０

００万円を増額いたします。そのほか、庁舎等改修事業費で、非常用自家発電設備更新工

事について、工事請負費１，５００万円を増額、自治振興費で、コミュニティ助成事業助

成金について、一般財団法人自治総合センターからの助成額が確定したことから、不採択

となった事業３，０３０万円を減額、また、コミセンみかみの空調が故障したことから、
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更新工事に係る費用３，７２２万５，０００円を追加いたします。 

 民生費では、子ども・子育て支援交付金等の精算に伴う国庫支出金の返還金３，４３７

万３，０００円を追加いたします。 

 農林水産業費では、農業振興対策事業費で、農業者の収入保険加入推進事業費補助金２

００万円を追加します。 

 商工費では、観光振興事業費で、花火大会及びオクトーバーフェストの中止により、各

実行委員会への補助金１，４００万円を減額します。 

 土木費では、道路維持工事費で、国からの交付金内示を受け、工事請負費６，８９１万

９，０００円を増額します。 

 教育費では、中主小学校旧館校舎の建て替え工事に係る実施設計委託料及び旧館校舎解

体に係る解体工事費等を追加し、それに伴う新館大規模改修工事の実施時期の延長による

工事費等の減額等で、合わせて２億６，８０６万４，０００円を減額いたします。また、

永原御殿跡保存整備事業費で、公有化に伴う土地取得の追加費用１，３３７万６，０００

円を増額いたします。 

 次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。 

 地方交付税においては、普通交付税の算定結果に基づいて１億８６０万円を増額します。 

 分担金及び負担金においては、夏季休業短縮に伴い提供する簡易給食の費用無償化によ

る保護者負担金１，６８６万２，０００円を減額します。 

 使用料及び手数料においては、学童保育所開所期間短縮により実施した保育料等の減額

措置に伴う学童保育所使用料を９２０万円減額します。 

 国庫支出金においては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を２億９，

６１３万１，０００円増額、子ども子育て支援交付金１，０４２万６，０００円等を追加

いたします。 

 県支出金においては、幼稚園における感染症対策に係る教育支援体制整備事業交付金２

００万円を追加します。 

 財産収入では、野洲市湖岸開発株式会社の株式配当金として４０万円を追加します。 

 繰入金では、令和元年度の特別会計への繰出金額の確定により、精算額として、国民健

康保険事業特別会計から１，３５７万５，０００円、介護保険事業特別会計から２，００

７万９，０００円の繰入れを追加いたします。 

 諸収入では、コミュニティ助成事業助成金の額の確定により３，０３０万円の減額をい



 －11－ 

たします。 

 市債では、国庫補助金の内示額の増加に伴い、道路整備事業債２，９３０万円を増額、

小学校の整備スケジュール等の変更に伴い、小学校施設整備事業債１億８，２４０万円を

減額、コミセンみかみの空調更新整備に対し、公共施設等適正管理推進事業債３，３５０

万円を増額、また、普通交付税の算定結果に基づいて、臨時財政対策債の発行額を４，７

４６万７，０００円減額します。 

 繰越金では、今回の補正に係る収支調整額として１億６，０８０万５，０００円を追加

いたします。 

 債務負担行為の補正につきましては、令和３年度までの中主小学校校舎改築事業に係る

設計費用４，４００万円を上限額として設定しようとするものです。 

 次に、議第１２８号令和２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、８，０２９万３，０００円を増額するものです。 

 補正の主な内容といたしましては、歳入では、新型コロナウイルス感染症の影響により

収入が減少した被保険者に係る令和元年度分の国民健康保険税を減免したことに対する国

の財政支援となる特別調整交付金５１０万円を追加するとともに、令和元年度の決算剰余

金のうち４，３８７万３，０００円を追加するほか、令和元年度滋賀県国保保険給付費等

交付金の精算に伴う国保連合会からの返還金を３，１３２万円追加いたします。 

 歳出では、新型コロナウイルス感染症の影響による令和元年度国保税減免に伴う還付金

を、歳入と同額の５１０万円追加するとともに、平成３０年度及び令和元年度滋賀県国保

保険給付費等精算に伴う普通交付金返還金を３，２７８万４，０００円追加し、令和元年

度決算剰余金の２分の１相当額として２，８００万円を国民健康保険事業財政調整基金に

積み立てます。 

 次に、議第１２９号令和２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、１，３４１万６，０００円を増額するものです。 

 補正の内容といたしましては、令和元年度の出納整理期間中に収入いたしました保険料

について、後期高齢者医療広域連合納付金で令和２年度納付金として支出するほか、新型

コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に係る令和元年度分の後期高

齢者医療保険料を減免した分の還付金として４０万円を歳入歳出ともに追加いたします。 

 議第１３０号令和２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、１億２９４万２，０００円を増額するものです。 
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 主な補正の内容といたしましては、歳入では、繰入金において、令和元年度低所得者保

険料軽減負担金の実績報告に伴う国・県からの追加交付見込額等８６８万円を増額、繰越

金において、令和元年度決算剰余金９，９７１万８，０００円を増額、諸収入において、

滋賀県後期高齢者医療広域連合保険者努力制度交付金の額の決定に伴い、２３５万６，０

００円を増額いたします。 

 歳出では、地域支援事業費において、滋賀県後期高齢者医療広域連合保険者努力制度交

付金を活用して行う事業費を増額、令和元年度の保険給付費及び地域支援事業費の確定に

伴い、国・県支出金及び社会保険診療報酬支払基金に対し超過分を返還するため、諸支出

金において、国庫支出金返還金２，９１９万１，０００円を増額、一般会計繰出金２，０

０８万円を増額します。また、基金積立金において、繰越金から精算による返還額等を差

し引いた額を介護給付費準備基金積立金へ積み立てるため、５，１６７万８，０００円を

増額します。 

 次に、議第１３１号令和２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、３７７万１，０００円を増額するものです。 

 補正の内容といたしましては、令和元年度の決算剰余金を墓地公園整備管理基金へ積み

立てるため、追加するものです。 

 以上、議第１２７号から議第１３１号までの各会計補正予算の提案説明といたします。 

 続きまして、議第１３２号の野洲市附属機関設置条例の一部を改正する条例についてご

説明申し上げます。 

 本議案は、本市の附属機関である「野洲市さくら墓園合葬式施設整備検討委員会」につ

いて、令和２年３月９日をもって野洲市さくら墓園合葬墓整備工事が終了したことから、

当該委員会を廃止するものです。 

 なお、本条例は公布の日から施行します。 

 議第１３３号野洲市税条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月３１日及び令和２年４月３

０日に公布されたこと、また、史跡指定された土地を個人が所有することに伴い、野洲市

税条例の一部を改正する必要が生じたことから、提案するものです。 

 内容につきましては、新型コロナウイルス感染症まん延防止のための措置の影響により

厳しい状況に置かれている納税者に対し、緊急に必要な税制上の措置を講ずるもので、寄

附金控除の特例や住宅ローン控除の適用条件の弾力化等であります。また、史跡指定され
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た土地を個人が所有する場合の固定資産税の規定を新設するものです。 

 なお、本条例は、固定資産税に関するものは公布の日から、新型コロナウイルス感染症

に関するものは令和３年１月１日から施行します。 

 議第１３４号令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算の認定についてご説

明申し上げます。 

 本議案は、滋賀県市町村交通災害共済組合が令和２年３月３１日をもって解散したこと

に伴い、地方自治法第２９２条において準用する地方自治法施行令第５条第３項の規定に

より、監査委員の審査を経て、令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算につ

いて、議会の認定を求めるものです。 

 議第１３５号令和元年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説明申

し上げます。 

 本議案は、令和元年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金２億４，５２３万９，３７

８円のうち、建設改良費に使用した１億３，９９７万１，７６３円を資本金に組み入れる

ことについて、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

です。 

 議第１３６号令和元年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説明

申し上げます。 

 本議案は、令和元年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金４億１，２２６万１，７

１４円のうち２億円を企業債償還の財源に充てるため減債積立金に積み立て、企業債償還

のため使用した２億円を資本金に組み入れることについて、地方公営企業法第３２条第２

項の規定に基づき、議決を求めるものです。 

 議第１３７号令和元年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説明申

し上げます。 

 本議案は、令和元年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金２億４，７８０万８，８５

９円のうち４，０００万円を企業債償還に充てるため減債積立金に、８，４００万円を建

設改良費等の財源に充てるため利益積立金に積み立てることについて、地方公営企業法第

３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 議第１３８号事業契約の変更について（野洲市余熱利用施設整備運営事業）についてご

説明申し上げます。 

 本契約の変更契約は今回で４回目となります。 
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 本議案は、野洲市余熱利用施設整備運営事業契約について、本事業契約第６９条に基づ

き、設計及び建設・工事監理業務のサービス対価の基準金利の確定による１，０５９万３，

４６１円の減額及び本事業契約第７０条に基づき、維持管理費にある警備業務において、

物価変動による１０５万５，５２４円増額により、併せて９５３万７，９３７円を減額し、

契約の相手方である野洲すいむ８ＮＥＸＴ－ＰＦＩ株式会社と、契約額を２６億１，９１

４万３，６３０円に変更することについて、民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律第１２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 議第１３９号野洲市監査委員の選任につき議会の同意を求めることについてご説明申し

上げます。 

 野洲市監査委員の選任につきましては、現委員の久松信治さんの４年の任期が令和２年

９月３０日をもって満了することに伴い、識見を有する者として、引き続き久松さんを選

任したいと存じます。 

 久松さんは、経営情報システムの開発と運営を行う国際的な民間企業におきまして、長

年にわたり取締役管理本部長や人事部長等の職に就かれ、活躍をしてこられました。この

ような民間企業で培った感覚と能力、そして高潔な人格で、代表監査委員としての４年間

では、財務管理や事業の経営管理、その他行政運営に関し優れた識見を発揮され、公正で

合理的かつ能率的な監査を実施していただいており、引き続き選任するため、地方自治法

第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものです。 

 なお、任期につきましては、地方自治法第１９７条の規定により４年となっていること

から、令和２年１０月１日から令和６年９月３０日までとするものです。 

 最後に、議第１４０号から議第１４２号まで、人権擁護委員の推薦につき議会の意見を

求めることについてご説明申し上げます。 

 本議案は、当市の人権擁護委員９名のうち３名の人権擁護委員候補者を推薦するもので

す。 

 現委員の林かずみさん、橘円さん、阪口啓子さんの任期が令和２年１２月３１日をもっ

て満了することに伴い、引き続き、林さん、橘さん、阪口さんを推薦するものです。３名

とも平成３０年１月１日から人権擁護委員として１期３年間ご活躍をいただいております。

いずれの方も温厚篤実な人物で、人権擁護委員として適任と考え、法務大臣へ人権擁護委

員として推薦するに当たり、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求

めるものです。 
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 なお、任期は令和３年１月１日から３年間です。 

 以上、提案理由の説明といたします。ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（岩井智惠子君） 次に、議第１１５号から議第１２６号までの決算認定について、

代表監査委員の久松信治氏より審査結果の報告を求めます。 

 監査委員、お願いします。 

○代表監査委員（久松信治君） 議員の皆様、おはようございます。代表監査委員の久松

です。 

 それでは、令和元年度野洲市一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算審査の概

要につきまして、ご報告申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき審査に付されました

令和元年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況について、その内容

を詳細に審査しましたところ、決算並びに附属書類とも関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は正確であり、いずれも予算に基づき適正に執行されているものと認められ

ました。 

 一般会計では、市税において法人市民税で約２億１，０００万円、さらに固定資産税で

は約１億３，０００万円それぞれ増収となり、市税全体では、前年度に比べ、約４億２，

０００万円の増収となったこともあり、財政調整基金からの取崩しも最小限に留められ、

健全な財政運営に努められました。 

 その結果、一般会計を含め、全ての特別会計において実質収支は黒字決算となっており、

順調な決算と言えます。 

 なお、財政構造の弾力性を示す経常収支比率では、前年度と同率の９３．３％となって

おり、引き続き財政運営の硬直化や将来の財政負担に留意すべきものと考えられます。 

 こうしたことから、行財政運営に当たっては、多様化する市民ニーズを的確に捉え、事

業の必要性、費用対効果を総合的に判断し、財源の確保と適切な予算執行により、一層の

経費削減に努められ、市民が安心して安全に暮らせるまちづくりの実現に向け、努力され

ることを期待しています。 

 次に、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき審査に付されました水道事業会計、

下水道事業会計及び病院事業会計の決算並びに附属書類の内容を審査しました結果につき

ましては、ともに関係法令に準拠して作成されており、当年度の経営成績及び財政状況は

適正と認められました。 
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 水道事業会計では、収益を上げるために、特に有収率の向上を図ることが重要なことか

ら、今後も漏水調査と対策を講じながら、計画的に老朽管の更新事業を進められるととも

に、常に企業としての経済性を認識し、更なる経費の節減と収益の確保に努め、効率的な

事業運営を発揮し、市民に安心・安全・安定した水の供給に努められることを期待します。 

 下水道事業会計においては、不明水対策に積極的に努めるとともに、費用面で、管渠の

長寿命化事業整備に多額の経費が見込まれる上、企業債の多額の償還が残っているなど、

今後とも経費の節減と収益の確保に努め、効率的な事業運営を推進し、徹底した経営基盤

の強化に取り組まれることを期待します。 

 病院事業会計では、本市の地域医療を担う中核的医療拠点として、令和元年７月に市立

野洲病院として開院され、営業面では約２億４，７００万円の純利益となったところです

が、病院運営の効率性を示す病床稼働率については、目標とする８０％に届いていない状

況となっています。更に新型コロナウイルス感染症対策と病院を取り巻く環境は目まぐる

しく変化していく中、当然のことながら、今後の病院事業の運営に当たっては、常に企業

の経済性を発揮するとともに、これら変化に柔軟に対応できるよう工夫し、無駄を省き、

更なる経営努力に努める必要があり、市民の地域医療を担う中核的医療拠点として市立野

洲病院が運営されることを願うものです。 

 最後に、８月４日に実施いたしました令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金

不足比率の審査結果について報告させていただきます。 

 結論から申し上げますと、いずれも早期健全化基準、経営健全化基準を満たしており、

特に指摘すべき事項はありませんでした。 

 健全化判断比率では、実質赤字比率及び連結実質赤字比率において、全会計とも収支は

黒字となっており、比率としては表れませんでした。 

 実質公債費比率は９．０％で、昨年度の１１．８％より２．８ポイント減少し、早期健

全化基準の２５％を下回っており、可としました。 

 将来負担比率は５３．９％で、昨年度の５６．７％から２．８ポイント減少し、早期健

全化基準の３５０％を大きく下回っており、可としました。 

 また、資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計及

び工業団地等整備事業特別会計とも資金不足は発生しておらず、可と認められました。 

 以上、令和元年度野洲市一般会計・各特別会計及び公営企業会計決算並びに健全化判断

比率及び資金不足比率の審査結果の意見とさせていただきます。 
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 なお、詳細につきましては、お手元の「令和元年度野洲市一般会計・各特別会計及び公

営企業会計決算審査意見書並びに健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書」に記載を

しておりますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

 （日程第４） 

○議長（岩井智惠子君） 日程第４、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といた

します。 

 お諮りいたします。 

 議第１１５号から議第１２６号までの議案の審査等を行うため、委員会条例第６条の規

定により、１６人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（岩井智惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議第１１５号から議第１２６号までの議案の審査等を行うため、１６人の委員

をもって構成する決算特別委員会を設置することに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議会選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を指名いたしたいと思

いますが、それにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（岩井智惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました議会選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を決

算特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 暫時休憩をいたします。再開時刻は追って連絡をいたします。 

            （午前 ９時４８分 休憩） 

            （午前１０時３１分 再開） 

○議長（岩井智惠子君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、結果について報告が

ありましたので、本職より報告いたします。 
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 決算特別委員会委員長に第１２番、鈴木市朗議員、副委員長に第１８番、立入三千男議

員、以上のとおり互選されましたので、報告をいたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明８月２７日から９月１日までの６日間は、議案調査のため、休会としたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（岩井智惠子君） ご異議なしと認めます。明８月２７日から９月１日までの６日

間は休会とすることに決定いたしました。 

 なお、念のために申し上げます。来る９月２日は午前９時から本会議を再開し、議案質

疑、一般質問等を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。ありがとうございました。（午前１０時３３分 散会） 
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